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業績予想修正のポイント

＜主な変動要因＞

原子力利用率の低下
による燃料費の増加

●連結・個別ともに
営業費用 ＋約３５０億円

【原子力利用率】

７５．８％ → ７１．５％
（4月公表時） （今回予想）

最近の急激な燃料価格の上昇に加え、現在、定期検査中の大飯発電所３号機の運転再開時期見
直しの影響などで火力発電量が増加することにより、火力発電用の燃料費の大幅な増加が見込ま
れることなどから、連結・個別ともに業績予想を修正いたしました。

その他
●連結・個別ともに

売上高 ＋約５００億円

【電灯電力料収入の増】

＋約３９０億円

燃料価格の上昇による
燃料費等の増加

●連結・個別ともに
営業費用 ＋約２，１００億円

【全日本原油ＣＩＦ価格】

95ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ → １２１ ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ
（4月公表時） （今回予想）

【為替レート】

105円/$ →１０９円/$
（4月公表時） （今回予想）
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2008年度 業績予想（連結・個別）

連結 個別

今回予想 4月公表 増減

28,000 ＋500

△1,970

△1,970

△1,240

1,450

1,150

690

今回予想 4月公表 増減

売上高 28,500 26,200 25,700 ＋500

営業損益 △520 △900 1,100 △2,000

経常損益 △820 △1,200 800 △2,000

当期純損益 △550 △810 460 △1,270

（単位：億円）

今回予想 4月公表

販売電力量（億kWh） 1,492 1,492
75.8

100.0
95程度

為替レート（ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ）（円/$） 109程度 105程度

金利（長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ）（％） 2.0程度 2.0程度

原子力利用率（％） 71.5
出水率（％） 97.7
全日本原油ＣＩＦ価格（$/ｂ） 121程度

（単位：億円） 今回予想 4月公表

原子力利用率 ：１％ 104 82

為替レート ：１円/$ 84 65

出水率 ：１％ 17 14
全日本原油ＣＩＦ価格 ：１$/ｂ 55 49

金利 ：１％ 64 56

＜主要データ＞ ＜影響額＞

【2008年度配当予想】

4月公表値「中間３０円、期末３０円、年間６０円」を変更いたしません。

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（＋1.8%） （＋1.9%）
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2008年度 業績予想の増減説明（個別）

（単位：億円） 今回予想 4月公表 増減額 増減説明
2007年
度実績

売上高 26,200 25,700 ＋500

△2,000

△1,270

・電灯電力料収入の増 ＋390 24,785

経常損益 △1,200 800

・燃料価格の上昇による燃料費等の増

△2,100
・原子力利用率の低下による燃料費の増

△350
・出水率の低下による燃料費の増 △30
・電灯電力料収入の増 ＋390
・諸経費の節減等 ＋90

1,109

当期純損益 △810 460 554
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2008年度 業績予想（連結・個別）

連結 個別

今回予想 4月公表 増減

13,800 ―

△1,180

△1,180

△750

330

230

110

今回予想 4月公表 増減

売上高 13,800 12,700 12,700 ―

営業損益 △850 △1,000 200 △1,200

経常損益 △950 △1,100 100 △1,200

当期純損益 △640 △730 40 △770

（単位：億円）

今回予想 4月公表

販売電力量（億kWh） 749 749
67.3

100.0
95程度

為替レート（ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ）（円/$） 107程度 105程度

金利（長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ）（％） 2.0程度 2.0程度

原子力利用率（％） 60.6
出水率（％） 96.3
全日本原油ＣＩＦ価格（$/ｂ） 118程度

（単位：億円） 今回予想 4月公表

原子力利用率 ：１％ 52 44

為替レート ：１円/$ 47 37

出水率 ：１％ 10 9
全日本原油ＣＩＦ価格 ：１$/ｂ 34 30

金利 ：１％ 21 21

＜主要データ＞ ＜影響額＞

（第２四半期累計）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）
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2008年度 業績予想の増減説明（個別）

（単位：億円） 今回予想 4月公表 増減額 増減説明
2007年度

第２四半期
累計

売上高 12,700 12,700 ±0

△1,200

△770

12,326

経常損益 △1,100 100

・燃料価格の上昇による燃料費等の増
△1,000

・原子力利用率の低下による燃料費の増

△290
・出水率の低下による燃料費の増 △30
・諸経費の支出時期見直し、節減等 ＋120

1,281

当期純損益 △730 40 852

（第２四半期累計）
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ご質問・お問い合わせ等は、下記までお願いします。

担 当： ＩＲチーム 松田、岡野、堅田

電話番号：０６－７５０１－０３１５
０５０－７１０４－１８１８（松田）
０５０－７１０４－１８１２（岡野）
０５０ー７１０４－１７８１（堅田）

Ｆ Ａ Ｘ：０６－６４４７－７１７４

e - mail： matsuda.yoshikazu@b2.*****.co.jp（松田）
okano.ryuji@e3.*****.co.jp （岡野）
katata.hideki@b4.*****.co.jp （堅田）

「*****」には「kepco」と記入してください。

本資料に記載されている当社の業績予想および将来予測は、現時点で入手可能な情

報に基づき、当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は、これらの見通しとは異なる結果と

なる可能性もあることをご承知おき下さい。
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